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の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
も
町
民
の
皆
様
が
笑

顔
を
絶
や
さ
ず
、
人
と
人
と
の
支
え
合
い
を
大

切
に
し
た
思
い
や
り
の
あ
る
地
域
社
会
を
念
頭

に
置
き
な
が
ら
「
元
気
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

の
た
め
、
町
長
就
任
時
の
所
信
表
明
で
申
し
上

げ
た
次
の
五
つ
の
目
標
を
掲
げ
な
が
ら
諸
施
策

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
平
成
二
十
七
年
度
町
政
執
行
の
目
標
」

1　

活
気
あ
る
浜
づ
く
り
と
観
光
資
源
を

　
　

活
か
し
た
産
業
の
活
性
化

2　

快
適
で
安
定
し
た
住
環
境
を
目
指
し

　
　

た
離
島
振
興

3　

総
合
的
な
防
災
力
の
強
化
・
向
上

4　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
保
健
・
医
療
・

　
　

福
祉
の
確
保

5　

心
豊
か
な
人
づ
く
り
と
、
ふ
る
さ
と

　
　

に
誇
り
を
持
て
る
教
育
の
取
り
組
み

　

漁
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
の
利
尻
漁
協

に
お
け
る
町
内
の
漁
業
生
産
額
は
十
六
億
三
千

八
百
十
四
万
四
千
円
と
昨
年
を
下
回
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
養
殖
昆
布
や
高
価

格
に
支
え
ら
れ
た
ウ
ニ
が
好
調
だ
っ
た
反
面
、

ノ
ナ
や
サ
ケ
を
始
め
と
し
て
多
く
の
魚
種
が
昨

年
の
生
産
額
を
下
回
る
結
果
と
な
り
、
特
に
根

付
漁
業
の
主
流
と
な
る
ウ
ニ
・
ノ
ナ
の
生
産
量

が
平
成
二
十
四
年
度
の
約
六
割
程
度
に
と
ど
ま

り
、
こ
の
先
の
資
源
の
状
況
が
ど
の
よ
う
に
な

る
か
非
常
に
懸
念
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
本
町
の
漁
業
就
業
者

の
新
規
就
業
者
減
少
と
相
ま
っ
て
年
々
高
齢
化

が
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
元
年
に
は
七
百
五
十
七
名
の
正
組
合
員

が
漁
業
に
就
業
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
年
一

月
一
日
に
は
三
百
二
十
九
名
と
、
こ
の
四
半
世

紀
で
六
割
弱
減
少
し
て
お
り
、
六
十
歳
以
上
が

六
割
以
上
を
占
め
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
の
将
来
が
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
行
く
の
か
非
常
に
危
惧
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
先
、
漁
業
の
担
い
手
を
確
保
し
て
行
く

た
め
に
は
、
漁
家
所
得
の
向
上
を
図
る
こ
と
が

必
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
漁
業
就
業

者
の
所
得
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
新
規
就
業

へ
の
促
進
を
図
る
取
り
組
み
と
し
て
、
現
状
資

源
の
維
持
と
増
産
、
養
殖
事
業
の
促
進
、
六
次

産
業
化
、
地
産
地
消
の
促
進
、
観
光
資
源
と
し

て
の
活
用
、
新
規
就
業
者
支
援
等
の
施
策
を
総

合
的
に
考
え
、
毎
年
安
定
し
た
生
産
額
を
維
持

で
き
る
仕
組
み
を
漁
協
と
共
に
作
り
上
げ
、

「
活
気
あ
る
浜
、
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
よ
う

な
浜
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
利
尻
漁
協
と
連

携
を
強
化
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　

さ
て
、
新
年
度
の
水
産
振
興
に
対
す
る
取
り

組
み
で
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
、
漁
業
集
落
が
離

島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
を
活
用
し
て
取
り
組

一
．
活
気
あ
る
浜
づ
く
り
と
観
光
資

　
　

源
を
活
か
し
た
産
業
の
活
性
化

水
産
業
に
つ
い
て

町
政
執
行
方
針

町
政
執
行
方
針

町
政
執
行
方
針

の
低
下
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
私
た

ち
が
住
む
利
尻
富
士
町
で
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ち
ょ
う
ど
二
十
年
前
の
平
成
七
年
の
国

勢
調
査
で
は
四
千
三
百
九
十
八
で
あ
っ
た
本
町

の
人
口
も
直
近
の
平
成
二
十
二
年
で
は
三
千
三

十
七
人
と
三
十
．
九
％
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
、

二
十
七
年
二
月
末
人
口
は
二
千
七
百
四
十
六
人

で
今
年
度
は
国
勢
調
査
の
年
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
そ
の
数
字
も
顕
著
に
現
れ
て
来
る
も

の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
し
て
、
国
に
お
い
て
は

昨
年
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
が
制

定
さ
れ
、
「
地
方
創
生
の
総
合
戦
略
」
が
閣
議

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
創
生
と
は
新
し
い
日
本
を

創
る
、
個
人
や
地
域
、
地
方
の
自
立
の
あ
り
方

を
示
し
て
後
世
に
残
す
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、

地
方
創
生
の
主
役
は
市
町
村
で
あ
り
、
本
町
も

国
の
動
向
に
い
ち
早
く
対
応
す
る
た
め
、
昨
年

十
月
に
管
理
職
を
対
象
に
概
略
説
明
し
、
職
員

か
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
、
本
年
一
月
二
十
二

日
に
「
わ
が
ま
ち
利
尻
富
士
未
来
創
生
推
進
本

部
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
の
礎
を
創
っ
て
、
利
尻
富
士
町
の

未
来
を
後
世
に
残
せ
る
よ
う
、
本
町
の
「
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
利
尻
富
士
町
総
合
戦
略
」
の

策
定
に
努
力
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

私
は
、
基
本
理
念
と
し
て
「
町
民
が
主
役
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
提
唱
し
て
お
り
ま
す
が
、
ど

　

平
成
二
十
七
年
利
尻
富
士
町
議
会
定
例
会
三

月
会
議
の
開
会
に
あ
た
り
、
町
政
執
行
に
対
す

る
私
の
所
信
と
基
本
的
な
方
針
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
が
生
ま
れ
育
っ
た
「
ふ
る
さ
と
利
尻
富
士

町
」
が
、
元
気
で
輝
き
を
持
て
る
よ
う
町
の
発

展
の
た
め
、
今
年
度
も
様
々
な
ま
ち
の
課
題
に

真
正
面
か
ら
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、
議
会
の
皆
様
を
始
め
、
町
民

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
、
日
本
は
世
界
に
先
駆
け
て
「
人
口
減
少

・
超
高
齢
化
社
会
」
を
迎
え
て
い
ま
す
。
人
口

減
少
は
、
「
静
か
な
る
危
機
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
日
々
の
生
活
に
は
実
感
し
づ
ら
く
、
こ
の

ま
ま
続
け
ば
人
口
は
急
速
に
減
少
し
、
そ
の
結

果
将
来
的
に
は
経
済
規
模
の
縮
小
や
生
活
水
準

ふるさとの元気とふるさとの元気と
輝きをもとめて輝きをもとめて

ふるさとの元気と
　 輝きをもとめて
ふるさとの元気と
　 輝きをもとめて 平

成
27
年
度

平
成
27
年
度
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て
お
り
ま
す
が
、
被
災
規
模
が
大
き
い
こ
と
か

ら
、
現
段
階
で
は
二
ヵ
年
に
亘
る
工
事
と
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
事
業
費
等

が
確
定
し
ま
し
た
な
ら
ば
、
管
理
者
負
担
金
も

発
生
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
会
に
も
報
告

し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

鬼
脇
港
区
に
お
き
ま
し
て
は
、
南
防
波
堤
改

良
工
事
が
開
始
さ
れ
ま
す
と
と
も
に
、
通
行
止

め
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
道
路
橋
の
暫
定
的
な

補
強
工
事
を
町
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
、

車
輌
通
行
を
可
能
に
い
た
し
ま
す
。

　

観
光
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
上
期
に
お

け
る
観
光
客
の
入
込
数
は
十
二
万
三
千
二
百
人

と
な
り
、
前
年
の
同
月
対
比
で
は
一
万
一
千
九

百
人
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
宿
泊
客
は

七
千
百
人
の
増
と
な
っ
て
い
る
他
、
台
湾
を
は

じ
め
と
す
る
外
国
人
観
光
客
の
宿
泊
者
数
が
千

百
七
十
八
人
と
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
る
状
況
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　

観
光
客
の
増
加
を
目
指
し
て
、
こ
れ
ま
で
同

様
に
観
光
協
会
の
運
営
や
取
り
組
み
に
対
す
る

支
援
や
、
各
地
域
や
関
係
機
関
が
連
携
し
た
取

り
組
み
へ
の
参
画
と
支
援
を
継
続
し
て
行
く
と

と
も
に
、
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し
地
域
資

源
を
活
か
し
た
新
た
な
観
光
資
源
の
開
発
、
外

国
人
観
光
客
の
誘
致
促
進
に
係
る
対
策
な
ど
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

受
入
施
設
の
整
備
と
し
て
町
が
行
う
事
業
は
、

登
山
道
乙
女
橋
を
二
ヵ
年
計
画
で
改
修
す
る
た

め
調
査
設
計
費
を
計
上
し
た
ほ
か
、
北
麓
野
営

場
外
構
補
修
工
事
や
観
光
施
設
看
板
設
置
工
事
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
場
維
持
補
修
工
事
と
鬼

む
ナ
マ
コ
種
苗
育
成
や
移
殖
放
流
、
ノ
ナ
の
移

殖
放
流
、
ヨ
レ
モ
ク
対
策
な
ど
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
鬼
脇
蓄
養
殖
施
設
の
取
水
施
設
改
良

や
海
上
輸
送
費
の
助
成
措
置
を
講
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
懇
談
会
な
ど
で
要
望
の
あ
り
ま

し
た
地
区
の
船
揚
場
の
改
良
や
、
海
岸
改
修
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　

漁
場
開
発
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
北
海
道

が
事
業
主
体
と
な
っ
て
二
石
地
区
の
囲
い
礁
造

成
や
鬼
脇
南
部
地
区
の
魚
礁
設
置
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

漁
港
関
係
で
は
、
雄
忠
志
内
漁
港
は
外
防
波

堤
工
事
が
継
続
さ
れ
二
十
七
年
度
中
の
完
成
が

見
込
ま
れ
て
い
る
と
共
に
、
利
用
者
の
念
願
で

あ
り
ま
し
た
北
防
波
堤
の
改
良
に
も
着
手
し
て

い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。
本
泊
漁
港
は
機
能
保

全
事
業
が
継
続
さ
れ
マ
イ
ナ
ス
三
メ
ー
ト
ル
岸

壁
の
改
良
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

港
湾
整
備
で
は
、

直
轄
事
業
と
し
て

鴛
泊
港
本
港
の
波

除
堤
改
良
に
向
け

て
調
査
設
計
や
フ

ェ
リ
ー
係
船
時
の

船
体
動
揺
を
軽
減

し
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ

ブ
リ
ッ
ジ
の
利
用

率
向
上
を
図
る
た

め
、
係
船
柱
増
設

の
岸
壁
改
良
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
月
七
日
の
低
気
圧
に
よ
る
大
時
化

で
被
災
し
た
島
防
波
堤
の
災
害
復
旧
は
、
直
轄

に
よ
り
災
害
復
旧
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
と
な

り
、
現
在
、
災
害
調
査
等
の
作
業
が
進
め
ら
れ

図
る
た
め
、
離
島

住
民
割
引
運
賃
や

シ
ル
バ
ー
運
賃
、

北
海
道
エ
ア
シ
ス

テ
ム
（
Ｈ
Ａ
Ｃ
）

と
の
コ
ー
ド
シ
ェ

ア
便
で
あ
る
日
本

航
空
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）

便
を
利
用
し
た
町

民
の
普
通
運
賃
に

つ
き
ま
し
て
も
Ｈ

Ａ
Ｃ
と
同
額
の
助
成
を
し
、
こ
れ
ま
で
と
同
様

の
助
成
を
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
季
節
運
行
と
な
っ
て
い
る
全
日
空
の

利
尻
―
千
歳
線
は
、
本
年
も
六
月
か
ら
九
月
ま

で
の
四
ヵ
月
間
運
航
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

北
海
道
に
よ
る
空
港
関
係
事
業
と
し
て
、
航

空
灯
火
監
視
制
御
装
置
更
新
事
業
は
、
本
年
度

機
器
を
設
置
し
完
了
す
る
予
定
で
あ
り
、
場
周

柵
改
良
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、
平
成
二
十
六

年
度
補
正
事
業
に
よ
り
平
成
二
十
七
年
度
事
業

の
一
部
を
前
倒
し
で
実
施
す
る
と
と
も
に
、
平

成
二
十
七
年
度
通
常
予
算
で
も
残
り
部
分
を
実

施
し
完
了
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

生
活
基
盤
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
が
実
施
す

る
道
路
関
係
事
業
で
は
、
鴛
泊
市
街
九
号
線
改

良
工
事
や
地
域
懇
談
会
で
の
要
望
を
受
け
、
各

地
区
の
町
道
改
良
工
事
や
側
溝
改
修
工
事
、
金

毘
羅
橋
補
修
工
事
を
行
い
、
鴛
泊
市
街
地
街
路

灯
整
備
工
事
も
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

観
光
に
つ
い
て

生
活
路
線
に
つ
い
て

道
路・市
街
地
整
備
関
係
に
つ
い
て

二
．
快
適
で
安
定
し
た
住
環
境
を

　
　

目
指
し
た
離
島
振
興

脇
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
改
修
工
事
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

離
島
と
本
土
の
格
差
是
正
に
つ
い
て
は
、
国

の
責
務
に
お
い
て
離
島
振
興
に
必
要
な
施
策
が

と
ら
れ
る
よ
う
平
成
二
十
五
年
度
の
改
正
離
島

振
興
法
に
よ
り
拡
充
・
強
化
さ
れ
、
本
町
に
お

い
て
も
そ
の
振
興
策
を
活
用
し
、
離
島
と
本
土

と
の
様
々
な
格
差
是
正
を
積
極
的
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
離
島
活
性
化
交
付
金
事
業
と
し

て
、
戦
略
産
品
の
輸
送
費
支
援
事
業
補
助
金
の

継
続
と
、
第
三
の
項
目
で
も
触
れ
ま
す
が
一
時

避
難
所
誘
導
板
設
置
事
業
に
つ
い
て
は
計
画
的

に
実
施
し
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）

を
活
用
し
た
防
災
基
盤
デ
ー
タ
の
構
築
を
2
ヵ

年
計
画
で
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
離
島
に
お
け

る
漁
場
生
産
力
の
向
上
な
ど
の
支
援
と
し
て
交

付
さ
れ
る
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
、
ガ
ソ

リ
ン
価
格
が
下
が
る
よ
う
国
が
直
接
販
売
業
者

に
支
援
す
る
離
島
ガ
ソ
リ
ン
流
通
コ
ス
ト
支
援

事
業
が
引
き
続
き
実
施
さ
れ
る
と
と
も
に
、
離

島
航
路
（
フ
ェ
リ
ー
）
や
航
空
路
線
の
運
賃
に

つ
き
ま
し
て
も
引
き
続
き
離
島
住
民
割
引
の
助

成
を
継
続
い
た
し
ま
す
。

　

航
空
路
線
は
、
離
島
住
民
の
生
活
、
医
療
、

観
光
、
経
済
の
活
性
化
に
必
要
不
可
欠
な
生
活

路
線
で
あ
り
ま
す
の
で
、
利
尻
―
丘
珠
線
の
通

年
運
航
の
維
持
・
存
続
と
住
民
負
担
の
軽
減
を
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本
年
度
も
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
設
備
の
継

続
工
事
費
を
消
防
事
務
組
合
負
担
金
に
計
上
し

て
お
り
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
を
想
定
し
、
町
民
の
安
心
・
安

全
を
確
保
す
る
た
め
に
も
消
防
団
と
の
連
携
を

密
に
し
た
体
制
整
備
を
強
化
し
ま
す
。
救
急
業

務
に
つ
い
て
は
、
救
急
隊
員
の
資
質
の
向
上
に

努
め
、
救
急
業
務
体
制
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も

に
救
命
率
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

治
山
・
治
水
・
砂
防
関
係
で
は
、
町
で
は
治

山
施
設
維
持
補
修
工
事
と
し
て
町
内
四
河
川
の

堆
積
土
砂
の
除
去
や
布
団
篭
の
補
修
を
行
い
ま

す
。

　

ま
た
、
森
林
管
理
署
関
係
は
ヤ
ム
ナ
イ
沢
の

床
固
工
と
嵩
上
工
が
計
画
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

宗
谷
総
合
振
興
局
で
は
朝
日
川
の
大
雨
災
害
の

復
旧
治
山
工
事
、
稚
内
建
設
管
理
部
で
は
オ
チ

ュ
ウ
シ
ナ
イ
川
の
砂
防
堰
堤
改
良
や
沼
の
沢
川

の
洗
掘
防
止
対
策
工
事
等
を
実
施
す
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
、
継
続
し
た
予
防
保
全
対
策
が
進

め
ら
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

保
健
関
係
で
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
健
や

か
で
生
き
生
き
と
心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、

生
活
状
況
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康

づ
く
り
を
自
ら
実
践
し
、
健
康
管
理
を
図
る
こ

と
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
昨
年
八

月
二
十
四
日
の
大
雨
は
五
十
年
に
一
度
と
い
わ

れ
る
豪
雨
と
な
り
、
本
町
へ
の
甚
大
な
被
害
は

な
か
っ
た
も
の
の
利
礼
地
区
に
は
災
害
へ
の
教

訓
を
残
し
ま
し
た
。

　

過
去
の
災
害
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
昨
年
か
ら

防
災
会
議
に
お
い
て
地
域
防
災
計
画
の
大
幅
な

見
直
し
修
正
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
、
こ
の
度

「
利
尻
富
士
町
地
域
防
災
計
画
」
改
訂
版
を
策

定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
災
害
対
策
基
本

法
の
改
正
を
踏
襲
し
、
特
に
避
難
場
所
の
見
直

し
や
避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の
配
慮
、
土
砂
災

害
時
に
お
け
る
避
難
勧
告
等
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
整

備
な
ど
総
合
的
な
防
災
力
向
上
に
向
け
た
改
訂

の
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
こ
の
計

画
を
元
に
下
位
計
画
や
各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
関

係
機
関
と
の
連
携
、
民
間
企
業
と
の
災
害
協
定

な
ど
地
域
外
と
の
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
、

離
島
の
災
害
リ
ス
ク
を
少
し
で
も
軽
減
す
べ
く

取
り
組
み
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
住
民
等
の
円
滑
か
つ
安
全
な
避
難

の
確
保
」
と
し
て
昨
年
に
引
き
続
き
、
避
難
経

路
の
誘
導
看
板
を
国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
な

が
ら
計
画
的
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
減
災
の

観
点
か
ら
も
防
災
デ
ー
タ
を
一
元
管
理
で
き
る

防
災
基
盤
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
さ
ら
に
共
助

の
仕
組
み
づ
く
り
の
た
め
の
自
主
防
災
組
織
の

強
化
や
研
修
・
学
習
会
の
実
施
な
ど
住
民
の
防

災
減
災
活
動
を
促
し
、
「
平
素
か
ら
の
防
災
へ

の
取
組
の
強
化
」
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

消
防
関
係
で
は
、
消
防
救
急
無
線
が
平
成
二

十
八
年
五
月
ま
で
に
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
る
た
め
、

　

続
い
て
、
稚
内
建
設
管
理
部
が
所
管
す
る
道

道
の
関
係
で
す
が
、
鴛
泊
市
街
地
整
備
で
は
引

き
続
き
港
町
区
間
の
路
盤
工
や
舗
装
工
、
用
地

買
収
や
補
償
等
の
実
施
が
見
込
ま
れ
、
平
成
三

十
年
度
完
成
予
定
で
進
め
ら
れ
ま
す
。
鰊
泊
地

区
で
は
土
工
や
法
面
工
、
用
地
買
収
や
補
償
費

等
、
旭
浜
地
区
で
橋
梁
の
調
査
設
計
が
計
画
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

住
宅
関
係
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
耐
震
化

と
長
寿
命
化
を
目
的
と
し
た
個
別
改
善
工
事
を

富
士
野
団
地
三
棟
六
戸
で
実
施
す
る
ほ
か
、
老

朽
化
し
た
公
営
住
宅
一
棟
四
戸
の
解
体
を
行
い
、

計
画
的
な
住
宅
施
策
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

　

簡
易
水
道
関
係
で
は
、
上
下
水
道
情
報
シ
ス

テ
ム
整
備
の
継
続
や
、
鴛
泊
市
街
と
鰊
泊
地
区

の
道
道
改
良
に
伴
う
配
水
管
移
設
工
事
、
水
道

施
設
の
適
切
な
維
持
補
修
の
た
め
鬼
脇
配
水
池

開
閉
台
更
新
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

以
上
の
と
お
り
離
島
振
興
策
を
講
じ
て
ま
い

り
ま
す
が
、
諸
々
あ
る
地
域
格
差
の
是
正
、
解

消
の
た
め
、
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
国
、
北
海

道
に
対
し
て
離
島
の
実
情
を
訴
え
、ま
た
、発
信

し
て
住
民
の
生
活
改
善
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

記
録
的
な
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
や
爆
弾
低

気
圧
に
よ
る
大
時
化
、
火
山
の
噴
火
な
ど
異
常

と
も
い
え
る
国
内
の
気
象
・
地
表
現
象
は
本
町

　

こ
の
た
め
、
今
年
度
も
各
自
治
会
や
保
健
福

祉
推
進
員
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
の
皆
様

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
健
康
教
育
や
健
康
相
談

な
ど
の
健
康
づ
く
り
の
啓
蒙
や
、
二
十
六
年
度

に
完
成
し
た
「
利
尻
富
士
町
健
康
体
操
」
の
普

及
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
に
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
管
理
栄
養
士
一
名
を
配
置
し
、
食
生
活

に
関
す
る
保
健
指
導
を
強
化
し
て
、
生
活
習
慣

病
の
一
次
予
防
を
重
点
的
に
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

新
た
に
策
定
さ
れ
た
、
今
後
十
年
間
の
健
康

づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
利
尻
富
士
町
健
康
づ

く
り
計
画
二
十
一（
第
二
次
）」
に
基
づ
き
、
様

々
な
健
康
課
題
に
取
り
組
む
ほ
か
、
疾
病
の
早

期
発
見
、
早
期
治
療
に
繋
が
る
各
種
が
ん
検
診

を
こ
れ
ま
で
ど
お
り
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
各
種
健
診
の
受
診
率
向
上
の
た
め
に
特
定

健
康
診
査
に
係
る
自
己
負
担
の
見
直
し
や
、
喫

煙
者
を
対
象
と
し
た
「
禁
煙
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」

を
新
た
に
実
施
い
た
し
ま
す
。
疾
病
の
予
防
や

重
症
化
を
予
防
す
る
た
め
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
や
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
等
の
各
種
予

防
接
種
、
乳
幼
児
健
診
を
実
施
す
る
ほ
か
、
乳

幼
児
等
医
療
費
の
助
成
と
育
児
支
援
、
妊
産
婦

健
診
の
一
部
助
成
を
引
き
続
き
実
施
し
な
が
ら
、

総
合
的
な
感
染
症
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
町
内
の
一
次
医
療

を
担
っ
て
い
る
鴛
泊
診
療
所
、
道
立
鬼
脇
診
療

所
や
利
尻
島
国
保
中
央
病
院
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
町
民
が
安
心
し
て
受
診
で
き
る
診
療
体

制
に
心
掛
け
、
疾
病
の
予
防
、
早
期
発
見
に
対

水
道
事
業
に
つ
い
て

消
防
関
係
に
つ
い
て

治
山・治
水・砂
防
関
係
に
つ
い
て

三
．
総
合
的
な
防
災
力
の
強
化

　
　

・
向
上

防
災
対
策
に
つ
い
て

四
．
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
保
健

　
　

・
医
療
・
福
祉
の
確
保

保
健
・
医
療
関
係
に
つ
い
て

健
康
づ
く
り
計
画
に
つ
い
て
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こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
入
所
者
、
通
所
者

が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
適
切
な
ケ
ア
プ
ラ
ン

の
下
、
衛
生
管
理
に
細
心
の
注
意
を
払
い
、
心

の
こ
も
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
指

導
の
徹
底
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
で
は
、
新
た
に
策
定
し
た

「
第
四
期
利
尻
富
士
町
障
が
い
者
計
画
及
び
障

が
い
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
障
が
い
者
が
地

域
社
会
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
提
供

や
相
談
支
援
の
充
実
に
向
け
、
宗
谷
圏
域
障
害

者
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
関
係
団
体
と

の
連
絡
を
強
化
し
、
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
福
祉
に
お
い
て
も
、
新
た
に
策
定
し
た

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ

き
、
引
き
続
き
安
全
で
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
子
育
て
世
代
の
保

護
者
に
対
す
る
支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
八
十
四
名
が
鴛
泊
・
鬼
脇
保
育
所

に
通
所
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
た
め
多
様
化
す

る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な
が
ら
、
職
員
の
配

置
基
準
を
順
守
し
た
体
制
を
も
っ
て
万
全
を
期

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
鴛
泊
保
育
所
の
一
部
改
修
に
向
け
た

基
本
設
計
調
査
を
実
施
し
、
先
を
見
据
え
た
保

育
環
境
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
育
料
に
つ
い
て
は
、
新
年
度
か
ら
国
の
基

準
定
義
と
階
層
ご
と
の
基
準
額
が
見
直
さ
れ
る

予
定
で
す
が
、
町
で
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
国
の

処
で
き
る
よ
う
保
健
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
福
祉
で
は
、
町
民
の
皆
様
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
生
き
生
き
と
安
心
し
て
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
民
生
児
童
委
員
や
保
健

福
祉
推
進
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、

生
活
支
援
や
相
談
体
制
を
充
実
さ
せ
る
ほ
か
、

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
給
付
事
業
や
低
所
得
者

層
を
対
象
と
し
た
燃
料
購
入
扶
助
事
業
を
継
続

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
で
は
、
我
が
町
に
お
け
る
六
十

五
歳
以
上
の
人
口
割
合
を
示
す
高
齢
化
率
が
三

十
六
．
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
お
り
、
急
速

な
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
な
か
、
在
宅
で
も
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
る
介
護
予
防
支

援
事
業
の
ほ
か
、

高
齢
者
等
見
守
り

フ
ァ
イ
ル
を
活
用

し
て
関
係
機
関
と

の
連
携
強
化
や
情

報
の
共
有
に
努
め
、

地
域
の
見
守
り
を

強
化
し
て
支
援
活

動
を
積
極
的
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、

制
度
改
正
に
よ
る
介
護
報
酬
の
減
額
が
予
想
さ

れ
る
な
ど
、
厳
し
い
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

委
員
会
」
を
開
催
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
介
護
保

険
事
業
の
あ
り
方
や
保
険
料
な
ど
に
つ
い
て
検

討
い
た
だ
い
た
結
果
、
三
月
二
日
に
策
定
委
員

会
か
ら
答
申
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
計

画
期
間
の
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
平
成
二
十
九

年
度
ま
で
の
介
護
保
険
料
の
基
準
額
は
、
被
保

険
者
の
経
済
及
び
生
活
状
況
等
を
考
慮
し
た
保

険
料
と
し
、
並
び
に
国
の
基
準
見
直
し
に
連
動

し
た
標
準
の
段
階
設
定
を
現
行
の
六
段
階
か
ら

九
段
階
に
変
更
す
る
条
例
改
正
案
を
提
案
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　

戸
籍
関
係
で
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
及

び
戸
籍
事
務
の
効
率
化
・
迅
速
化
、
ま
た
、
災

害
で
の
戸
籍
の
滅
失
を
防
ぐ
た
め
、
平
成
二
十

八
年
二
月
の
稼
働
に
向
け
、
利
礼
三
町
が
共
同

で
戸
籍
の
電
算
化
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

利
尻
小
学
校
、
鬼
脇
中
学
校
併
置
校
の
建
設

に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
の
理
解
を
二
十
六
年

度
中
に
得
て
、
二
十
七
年
度
予
算
か
ら
関
連
事

業
着
手
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
教
育
行
政
執
行
の
内
容
も
含
め
、
こ

の
あ
と
石
川
教
育
長
か
ら
申
し
述
べ
ま
す
。

　

本
町
の
財
政
状
況
は
、
一
般
会
計
、
各
特
別

会
計
と
も
黒
字
決
算
を
維
持
し
て
お
り
、
皆
様

も
心
配
し
て
い
る
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
四

つ
の
指
標
は
す
べ
て
国
の
基
準
を
ク
リ
ア
し
て

い
ま
す
。
平
成
二
十
七
年
度
の
予
算
は
、
自
主

障
が
い
者
福
祉
施
策
に
つ
い
て

児
童
福
祉・少
子
化
対
策
に
つ
い
て

地
域
福
祉
関
係
に
つ
い
て

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

基
準
額
の
八
十
．
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
抑
え
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
新
し
い
国
の
基
準
定
義
は
、

税
制
改
正
に
よ
る
所
得
税
・
個
人
住
民
税
の
年

少
扶
養
控
除
等
が
廃
止
さ
れ
た
影
響
を
考
慮
し

て
お
り
ま
す
が
、
町
で
は
独
自
に
影
響
を
生
じ

さ
せ
な
い
よ
う
措
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ

ら
に
伴
う
条
例
改
正
案
を
提
案
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　

少
子
化
及
び
子
育
て
支
援
対
策
に
つ
い
て
は
、

国
費
負
担
に
よ
り
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
を
支
給
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成
事
業
や
妊

産
婦
の
出
産
支
援
と
健
診
・
分
娩
に
係
る
フ
ェ

リ
ー
料
金
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
に

交
通
費
の
全
額
助
成
と
宿
泊
費
の
一
部
助
成
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
増
加
傾
向
に
あ
る
中

で
、
制
度
を
支
え
る
被
保
険
者
の
減
少
と
高
齢

化
に
よ
り
、
安
定
し
た
事
業
運
営
が
難
し
く
、

そ
の
構
造
的
な
問
題
に
よ
り
国
保
財
政
は
一
段

と
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
特
定
健

診
や
保
健
指
導
を
は
じ
め
と
す
る
疾
病
の
早
期

発
見
・
予
防
の
取
り
組
み
と
と
も
に
、
特
定
健

診
の
未
受
診
者
対
策
の
一
環
と
し
て
新
た
に

「
健
診
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
を
導
入
す
る
ほ
か
、

医
療
費
通
知
や
啓
発
活
動
を
継
続
し
、
医
療
費

の
適
正
化
に
努
め
な
が
ら
安
定
的
な
運
営
を
目

指
し
ま
す
。
国
保
税
に
つ
い
て
は
、
定
例
会
六

月
会
議
で
審
議
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
あ
り
ま

す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
で
は
、
四
月
か
ら
第
六
期
介

護
保
険
事
業
計
画
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
「
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

五
．
心
豊
か
な
人
づ
く
り
と
、
ふ
る

　
　

さ
と
に
誇
り
を
持
て
る
教
育
の

　
　

取
り
組
み
・
福
祉
の
確
保

平
成
二
十
七
年
度
財
政
運
営
に
つ
い
て
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な
施
策
を
申
し
述
べ
ま
し
た
が
、
少
子
高
齢
化

を
迎
え
、
低
迷
す
る
地
域
経
済
、
厳
し
い
財
政

状
況
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
中
で
も
、

地
域
の
振
興
発
展
や
町
民
福
祉
の
向
上
へ
向
け
、

将
来
に
わ
た
り
安
定
し
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
冒
頭
で
も
申
し
上

げ
ま
し
た
と
お
り
、
利
尻
富
士
町
の
未
来
創
生

総
合
戦
略
に
向
け
て
、
町
民
皆
様
か
ら
多
種
多

様
な
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
り
、
わ
が
ま
ち

の
特
性
を
踏
ま
え
た
「
や
る
気
」
の
施
策
や
基

本
的
な
方
向
性
を
提
示
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
方
策
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
経
験
を
生
か
し
、
様
々
な
課
題
に
向
き

合
い
、
「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら
」
と

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
会
計
の
予
算
規
模
は

四
十
億
三
百
万
円
（
繰
越
明
許
分
二
千
三
百
四

十
六
万
七
千
円
を
含
め
る
と
四
十
億
二
千
六
百

四
十
六
万
七
千
円
）
と
し
、
対
前
年
度
比
で
は

九
千
六
百
万
円
、
率
で
二
．
五
パ
ー
セ
ン
ト
の

増
額
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
ほ
か
九
つ
の
特
別
会
計
で
は
、

総
額
十
八
億
四
千
四
百
七
十
一
万
八
千
円
。
一

般
会
計
、
特
別
会
計
を
併
せ
た
総
額
で
は
五
十

八
億
四
千
七
百
七
十
一
万
八
千
円
と
な
り
、
前

年
度
対
比
で
は
三
．
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
額
予

算
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
い
ご
に
、
平
成
二
十
七
年
度
の
町
政
執
行

に
臨
む
に
あ
た
り
、
私
の
所
信
の
一
端
と
主
要

財
源
で
あ
る
町
税
の
減
額
が
予
想
さ
れ
、
厳
し

い
状
況
の
中
で
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
・
効

率
的
な
配
分
に
留
意
し
、
町
民
皆
様
の
暮
ら
し

を
守
る
こ
と
を
念
頭
に
予
算
編
成
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
一
般
会
計
の

建
設
事
業
費
は
、
六
億
七
千
六
百
三
十
七
万
二

千
円
、
特
別
会
計
で
は
四
千
六
百
四
十
九
万
五

千
円
、
一
部
事
務
組
合
で
は
、
清
掃
施
設
組
合

の
埋
立
処
分
地
施
設
工
事
が
今
年
度
で
完
成
す

る
こ
と
も
あ
り
七
億
八
千
七
百
九
十
五
万
八
千

円
、
合
わ
せ
て
十
五
億
一
千
八
十
二
五
千
円
で
、

前
年
度
対
比
四
十
三
．
八
％
の
増
額
を
見
込
ん

で
お
り
、
こ
の
積
極
型
予
算
を
組
ん
だ
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
の
町
の
働
く
場
を
し
っ
か
り
と
確

保
し
、
地
域
の
雇
用
、
景
気
対
策
を
講
じ
よ
う

言
わ
れ
て
い
る
今
の
時
代
、
こ
の
町
で
働
き
た

い
、
こ
の
町
に
住
ん
で
み
た
い
、
住
み
続
け
た

い
、
そ
し
て
住
民
が
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
お

世
話
を
し
な
が
ら
、
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
、

お
互
い
に
支
え
あ
っ
て
生
活
で
き
る
安
心
で
安

全
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
と
、
次
世
代
に
誇

れ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
町
民
主

役
の
町
政
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
議

会
議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
町
民
皆
様
の
温
か

い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
平
成
二
十
七
年
度
の
町
政
執
行
方

針
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

計

計

計

計

計

計

計

計
合　　　　　　　　　計

民生費

衛生費

土木費

商工費

消防費

教育費

総務費

農林水
産業費

単位：千円【一般会計】
平成27年度 建設事業一覧表

事　　　　　業　　　　　名 事業費
地理情報システム整備業務委託
コミュニティ広場遊具設置工事
庁舎内省電力化工事
総合行政システム購入

保育所改修設計業務委託料

火葬場火葬炉補修工事

治山施設維持補修工事
流水区域調査業務委託
離島漁業再生支援交付金
漁業振興施設整備事業補助金
野塚船揚場整備事業
雄忠志内船揚場整備事業
水産環境整備事業負担金
金崎海岸擁壁改修工事
清川海岸改修工事

北麓野営場外構補修工事
乙女橋改修工事
観光施設看板設置工事
鬼脇ポケットパーク改修工事

町道改良工事
町道側溝改修工事
町道補修工事
利尻富士町土捨場現況測量調査委託
金毘羅橋補修工事
港町函渠調査補修設計委託
鬼脇港区道路橋補強工事
鴛泊港整備事業負担金
利尻富士利尻線工事
街路灯整備工事
公園芝復旧工事
ファミリーキャンプ場維持補修工事
ファミリーキャンプ場維持補修工事修正設計業務委託
公営住宅個別改善工事
住宅管理システム購入
自動火災報知設備改修工事
飛行場標識施設補修工事
除雪トラックレーダー購入費

光ケーブル移設工事
IP告知端末新規加入者増設工事
一時避難所誘導板設置工事
防災基盤システムデータ構築委託料

小中併置校調査設計業務委託料
利尻小学校設計監理業務委託料
利尻小学校仮校舎建設工事
資料館トイレ洋式化工事
総合体育館トイレ改修工事

3,451
538
2,160
8,640
14,789
1,000
1,000
3,456
3,456
5,000
540

41,968
983
8,500
5,000
5,000
3,000
3,000
72,991
1,500
7,500
3,000
2,200
14,200
24,500
6,700
6,400
2,320
11,000
4,400
2,377
36,150
174,602
20,000
2,600
800
432

45,776
4,320
1,728
1,000
40,800
385,905
1,000
870
7,200
8,187
17,257
78,214
3,800
81,700
660
2,400

166,774
676,372
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平
成
二
十
七
年
利
尻
富
士
町
議
会
定
例
会

三
月
会
議
の
開
会
に
あ
た
り
、
教
育
行
政
の

執
行
に
関
す
る
方
針
を
申
し
上
げ
、
町
議
会

並
び
に
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
日
の
教
育
を
巡
る
情
勢
は
、
教
育
委
員

会
制
度
改
革
を
は
じ
め
、
学
力
・
体
力
の
向

上
問
題
、
土
曜
日
の
活
用
な
ど
、
学
校
を
取

り
巻
く
様
々
な
事
案
が
社
会
問
題
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
、
加
え
て
、
道
徳
教
育
や
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
な
ど
の
多
く
の
課

題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
生
き
る
喜
び
や
未
来
へ
の
夢
を
も
ち
、
心

豊
か
に
た
く
ま
し
く
、
少
々
の
こ
と
で
は
ぐ

ら
つ
か
な
い
心
の
強
靭
さ
や
精
神
的
な
回
復

教
育
行
政
執
行
方
針

教
育
行
政
執
行
方
針

力
の
あ
る
「
し
な
や
か
な
心
」
の
育
み
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
学
校
・
家
庭

・
地
域
社
会
が
し
っ
か
り
と
連
携
し
た
取
組

み
の
推
進
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
一
人

ひ
と
り
の
個
性
を
伸
ば
し
、
可
能
性
を
開
花

さ
せ
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
で
き
る

学
校
教
育
・
社
会
教
育
の
一
層
の
充
実
に
取

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
度
に
お
け
る
各
分
野
の
主

な
施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
将
来
社
会
で
自
立
し
て

生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
学
力
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
ぶ
こ
と
へ
の
関

心
・
意
欲
を
高
め
、
わ
か
る
喜
び
を
実
感
さ

せ
る
学
習
活
動
の
改
善
・
充
実
を
図
り
、
主

体
的
に
学
び
続
け
る
態
度
を
育
み
、
社
会
の

変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
児
童
生
徒
を
育

成
す
る
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
児

童
生
徒
及
び
保
護
者
の
期
待
に
応
え
る
魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
「
確
か
な
学
力
の
育
成
を
め
ざ
す
教
育

　

の
推
進
」

　

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
や
技
能
の
習
得

と
活
用
す
る
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
の

育
成
と
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
意
欲
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

●
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
等
の
結
果
を

分
析
し
、
基
礎
・
基
本
の
定
着
に
向
け
た
少

人
数
指
導
や
習
熟
の
程
度
に
応
じ
た
指
導
な

ど
、
個
に
応
じ
た
学
習
指
導
の
改
善
・
充
実

に
努
め
ま
す
。

●
家
庭
と
連
携
し
た
生
活
習
慣
の
改
善
や
家

庭
学
習
の
定
着
を
図
り
、
学
習
意
欲
の
向
上

と
生
活
リ
ズ
ム
の
安
定
化
に
努
め
ま
す
。

②
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
む
教

　

育
の
推
進
」

　

相
手
の
考
え
や
意
見
を
正
し
く
理
解
し
、

自
分
の
気
持
ち
を
積
極
的
に
適
切
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
能
力
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

●
児
童
生
徒
が
互
い
に
協
力
し
て
よ
り
よ
い

学
校
生
活
を
め
ざ
す
取
組
み
の
交
流
を
通
じ

て
、
表
現
力
や
他
者
と
の
望
ま
し
い
人
間
関

係
を
築
く
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

●
総
合
的
学
習
の
時
間
な
ど
の
教
育
活
動
の

中
で
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を
適
切
に
表
現

す
る
こ
と
が
で
き
る
、
話
し
合
い
や
発
表
の

機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

③
「
特
別
支
援
教
育
の
推
進
」

　

特
別
な
支
援
を
要
す
る
児
童
生
徒
が
自
己

の
能
力
を
高
め
、
自
立
や
社
会
参
加
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
教
職
員
の
専
門
性
の
向
上
を
図

り
、
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

●
子
ど
も
の
も
て
る
力
を
高
め
、
生
活
や
学

習
上
の
困
難
を
改
善
、
克
服
す
る
指
導
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

●
特
別
支
援
学
級
と
の
相
互
理
解
を
促
進
す

る
た
め
、
交
流
及
び
共
同
学
習
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

④
「
へ
き
地
複
式
教
育
の
推
進
」

　

少
人
数
の
特
性
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
指

導
計
画
の
作
成
や
、
自
ら
主
体
的
に
学
習
を

進
め
る
こ
と
を
促
す
指
導
の
充
実
を
推
進
し

ま
す
。

●
一
人
ひ
と
り
の
特
性
に
応
じ
た
課
題
提
示

の
工
夫
や
、
学
習
活
動
に
応
じ
た
教
材
の
準

備
、
理
解
の
状
況
に
応
じ
た
個
別
の
支
援
な

ど
、
目
標
や
内
容
を
明
確
に
し
て
系
統
性
を

図
っ
た
指
導
に
努
め
ま
す
。

●
鬼
脇
地
区
小
中
併
置
校
建
設
に
向
け
、
今

年
度
は
小
中
併
置
校
調
査
設
計
業
務
委
託
等
、

関
係
予
算
を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
校

舎
完
成
後
の
小
中
間
の
ス
ム
ー
ズ
な
連
結
を

図
る
た
め
関
係
校
と
の
密
接
な
連
携
に
努
め

ま
す
。

⑤
「
ふ
る
さ
と
教
育
の
充
実
」

　

ふ
る
さ
と
に
対
す
る
愛
着
や
誇
り
を
持
ち
、

未
来
へ
の
夢
を
見
出
し
、
た
く
ま
し
く
生
き

抜
く
力
を
育
成
す
る
教
育
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

●
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、
学
習
内
容
や
方

法
を
工
夫
し
た
創
意
あ
る
教
育
活
動
を
展
開

し
、
ふ
る
さ
と
を
知
り
・
ふ
る
さ
と
に
生
き

る
誇
り
を
も
て
る
児
童
生
徒
の
育
成
に
取
組

平
成
27
年
度

平
成
27
年
度

教
育
行
政
執
行
方
針

一
．
学
校
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
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め
に
、
自
然
体
験
活
動
や
社
会
体
験
活
動
、

文
化
芸
術
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

を
推
進
し
ま
す
。

●
地
域
の
自
然
を
生
か
し
た
活
動
や
行
事
等

と
の
連
携
を
図
り
、
児
童
生
徒
・
教
職
員
・

保
護
者
が
積
極
的
に
参
加
で
き
る
多
様
な
体

験
活
動
と
、
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
見
つ
め
直

す
取
組
み
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

⑪
「
生
徒
指
導
・
教
育
相
談
の
充
実
」

　

子
ど
も
の
実
態
に
応
じ
た
指
導
計
画
の
作

成
な
ど
、
心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
た
生

徒
指
導
・
教
育
相
談
を
推
進
し
ま
す
。

●
保
護
者
と
の
信
頼
関
係
を
深
め
る
と
と
も

に
、
家
庭
、
地
域
社
会
、
関
係
機
関
と
連
携

し
た
指
導
相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
い
じ
め
・
不
登
校
等
の
問
題
行
動
を
未
然

防
止
す
る
た
め
、
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
構

築
す
る
教
育
活
動
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

⑫
「
体
力
・
運
動
能
力
の
向
上
」

　

運
動
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
実
感
さ
せ
、
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
に
必
要
な
能
力
・
態
度
を
育
成

す
る
取
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

●
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習
慣
等
の

調
査
結
果
を
検
証
し
、
児
童
生
徒
の
体
力
や

運
動
習
慣
、
生
活
習
慣
、
食
習
慣
等
を
把
握

し
、
学
校
に
お
け
る
体
育
・
健
康
に
関
す
る

指
導
な
ど
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

●
新
体
力
テ
ス
ト
を
全
学
年
で
実
施
し
、
体

力
向
上
に
向
け
た
具
体
的
数
値
目
標
を
掲
げ
、

各
学
校
の
創
意
工
夫
に
よ
る
体
力
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

係
を
築
く
と
と
も
に
、
男
女
平
等
・
子
ど
も

・
高
齢
者
・
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
の
人
権

に
関
す
る
正
し
い
理
解
力
を
育
み
ま
す
。

⑨
「
読
書
活
動
の
推
進
」

　

子
ど
も
た
ち
が
言
葉
を
学
び
、
感
性
を
磨

き
、
表
現
力
を
高
め
、
豊
か
な
創
造
力
を
育

む
こ
と
が
で
き
る
読
書
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

●
朝
読
書
な
ど
の
全
校
的
な
取
組
み
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
望
ま
し
い
読
書
習
慣
の

形
成
に
努
め
、
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
や

作
品
展
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
学
校
図
書

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

⑩
「
体
験
的
な
活
動
の
充
実
」

　

豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
な
ど
を
育
む
た

み
ま
す
。

⑥
「
国
際
理
解
教
育
の
充
実
」

　

小
学
校
の
早
い
段
階
か
ら
外
国
語
に
親
し

む
活
動
を
拡
充
し
、
諸
外
国
の
歴
史
や
文
化

・
伝
統
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
教
育
を
推

進
し
ま
す
。

●
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
小
学
校
で
の
外
国
語
活
動

や
中
学
校
の
英
語
学
習
指
導
の
充
実
を
図
り
、

異
な
る
文
化
や
生
活
習
慣
の
理
解
を
深
め
、

外
国
語
を
通
じ
て
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
態
度
や
能
力
の
育

成
に
努
め
ま
す
。

⑦
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
」

　

将
来
、
子
ど
も
た
ち
が
社
会
人
・
職
業
人

と
し
て
自
立
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
基
礎

と
な
る
能
力
や
態
度
を
育
て
る
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
充
実
し
ま
す
。

●
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
職
場
体
験
活
動

や
施
設
見
学
を
実
践
し
、
社
会
的
・
職
業
的

な
自
立
に
向
け
て
の
基
盤
と
な
る
、
将
来
の

夢
や
目
標
を
持
た
せ
る
取
組
み
を
推
進
し
ま

す
。

⑧
「
道
徳
教
育
の
充
実
」

　

子
ど
も
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
が
大
き
く

変
化
す
る
中
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
、
規
範

意
識
、
生
命
の
尊
重
、
他
者
へ
の
思
い
や
り

な
ど
「
豊
か
な
心
」
を
育
む
道
徳
教
育
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

●
自
他
の
生
命
を
尊
重
す
る
態
度
を
育
成
し
、

互
い
の
よ
さ
を
認
め
合
う
好
ま
し
い
人
間
関

⑬
「
食
育
の
充
実
」

　

子
ど
も
た
ち
の
食
生
活
の
乱
れ
が
学
習
意

欲
や
健
康
に
様
々
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す

の
で
、
食
に
対
す
る
正
し
い
知
識
・
マ
ナ
ー

・
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
る
食
育
を

推
進
し
ま
す
。

●
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
運
動
」
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
な
ど
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
食

に
関
す
る
指
導
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

⑭
「
安
全
教
育
の
推
進
」

　

登
下
校
時
に
子
ど
も
た
ち
が
事
件
や
事
故

に
巻
き
込
ま
れ
る
事
案
等
を
踏
ま
え
て
、
児

童
生
徒
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
生
活
安

全
、
交
通
安
全
、
防
犯
・
防
災
教
育
の
一
層

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
地
震
等
の
自
然
災
害
、
火
災
、
不
審
者
の

対
応
に
備
え
た
学
校
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
見
直
し
を
図
る
と
と
も
に
、
学
校
・
家
庭

・
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
を
強
化
し
、
地

域
ぐ
る
み
の
安
全
確
保
対
策
に
取
組
み
ま
す
。

⑮
「
教
職
員
の
資
質
・
能
力
の
向
上
」

　

教
育
の
直
接
の
担
い
手
で
あ
る
教
職
員
に

は
、
教
育
に
対
す
る
強
い
情
熱
や
使
命
感
、

豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
、
高
い
指
導
力
等

の
専
門
性
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
の
で
、
教
職
経
験
等
に
応
じ
た
教
職
員

一
人
ひ
と
り
の
資
質
や
能
力
を
一
層
高
め
る

研
修
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
計
画
的
・
継
続
的
な
校
内
研
修
の
推
進
に

努
め
、
各
種
研
究
会
・
研
修
会
へ
の
積
極
的

な
参
加
な
ど
校
外
研
修
の
充
実
を
図
り
ま
す
。



室
」、「
冬
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
」
を
継
続

し
て
開
催
し
ま
す
。

●
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
平
日
放
課
後

に
宿
題
支
援
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
を
提
供

す
る
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
を
年
間
二
百

二
十
日
、
鬼
脇
・
鴛
泊
両
地
区
で
継
続
し
開

催
し
ま
す
。

●
学
校
教
育
と
は
違
う
環
境
の
中
で
、
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
育
む
、
水
泳
教
室
・
書
道

教
室
・
カ
ル
タ
教
室
な
ど
の
「
週
末
教
室
」

を
通
年
実
施
し
ま
す
。

　

心
の
ゆ
と
り
や
潤
い
に
つ
な
が
る
文
化
・

芸
術
活
動
は
人
生
の
生
き
が
い
と
な
り
、
生

涯
学
習
社
会
の
中
で
果
す
役
割
は
大
変
重
要

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
先
人
の
知
恵
と
工
夫
、

歴
史
や
伝
統
を
伝
え
る
様
々
な
文
化
財
の
保

護
と
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
定
期
的
な
情

報
発
信
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

●
生
の
芸
術
に
直
接
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る

巡
回
小
劇
場
の
開
催
や
、
劇
団
四
季
の
利
尻

公
演
な
ど
、
心
の
豊
か
さ
と
情
操
を
高
め
る

活
動
を
継
続
し
ま
す
。

●
南
浜
獅
子
神
楽
の
保
存
伝
承
を
継
続
し
、

保
存
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
町
内
小
中
学
生

に
よ
る
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

●
町
内
外
に
埋
も
れ
て
い
る
郷
土
資
料
の
収

集
、
調
査
を
継
続
し
て
行
う
と
と
も
に
、
学

芸
員
に
よ
る
出
前
講
座
な
ど
各
種
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
は
、
日
々
の
生
活
に
感
動
や
楽

し
み
活
力
を
も
た
ら
し
、
生
涯
に
わ
た
り
心

身
と
も
に
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
上

で
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
民

だ
れ
も
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
や
年
齢
、
目

的
に
応
じ
て
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
気
軽

に
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
利
尻
富

士
R
I
P
S
（
り
っ
ぷ
す
）
」
や
体
育
協
会

な
ど
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
取
組
む
団
体
と
の
連

携
を
図
り
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
イ
ベ
ン

ト
を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
拠
点
と
な
る
総
合
体
育

館
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
な
ど
の
体
育
施
設
の

維
持
補
修
を
適
切
に
行
い
、
効
率
的
な
施
設

運
営
に
努
め
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
二
十
七
年
度
の
教
育
行
政
の

執
行
方
針
を
申
し
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
本
町
の
子
ど

も
た
ち
が
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
で
き

る
よ
う
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
関
係
団
体
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
重
ね
て

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

②
「
青
少
年
の
健
全
育
成
」

　

青
少
年
が
個
性
や
能
力
を
伸
ば
し
豊
か
な

人
間
性
や
社
会
性
な
ど
を
兼
ね
備
え
、
心
身

と
も
に
た
く
ま
し
く
育
つ
た
め
に
は
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
り
、
青
少
年
の
成

長
を
支
え
守
り
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
り
ま
す
。

●
利
尻
富
士
町
青
少
年
健
全
育
成
町
民
会
議

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
住
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
知
識
や
技
術
経
験
を
子
ど
も
た
ち
の

教
育
に
活
か
す
「
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
」

を
推
進
し
ま
す
。

●
長
期
休
業
時
に
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
安

心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
、

北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校
や
利
尻
高
校
の
協

力
を
仰
ぎ
な
が
ら
「
夏
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
教

●
教
育
公
務
員
と
し
て
の
服
務
規
律
や
法
令

遵
守
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
は
、
文
化
的
教
養
を
高
め
、
人

々
に
心
の
豊
か
さ
や
生
き
が
い
を
も
た
ら
す

と
と
も
に
、
学
校
と
家
庭
・
地
域
社
会
の
連

携
を
促
し
人
と
人
と
の
絆
を
強
く
し
、
地
域

の
発
展
に
寄
与
す
る
大
き
な
役
割
を
果
す
も

の
で
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
お
い
て
は
、

少
子
化
・
核
家
族
化
な
ど
に
よ
り
人
間
関
係

が
希
薄
化
す
る
中
、
異
年
齢
や
地
域
の
人
々

と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
培
い
「
生
き
る
力
」
を
育
む
た
め
、

社
会
教
育
活
動
の
一
層
の
充
実
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

①
「
生
涯
学
習
の
推
進
」

　

趣
味
や
教
養
、
芸
術
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
多
様
な
学
習
機
会

を
通
じ
て
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い

を
も
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
関
係
団
体
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
生
涯
学
習
を
推
進
し
ま

す
。

●
公
民
館
や
社
会
教
育
施
設
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
地
域
に
密
着
し
た
利
用
し
や
す
い
施

設
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
も
の
づ
く
り

や
日
本
の
伝
統
文
化
と
魅
力
を
知
り
、
心
の

豊
か
さ
や
絆
を
育
む
様
々
な
公
民
館
事
業
を

展
開
し
ま
す
。
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四
．
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

二
．
社
会
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

三
．
文
化
・
芸
術
活
動
の
推
進



科　　　目 予　算　額

合　　　計

■特別会計予算
平成27年度 平成26年度 比　較
72,962
205,131
32,489
75,035
503,640
48,847
313,906
455,674
56,125
76,909

1,844,718

72,618
194,887
32,396
70,724
445,256
49,797
298,440
453,949
55,892
77,213

1,751,172

6.0％
5.3％
0.3％
6.1％
13.1％
1.9％
5.2％
0.4％
0.4％
0.4％
5.3％

単位：千円 ■目的別歳出予算 単位：千円

科　　　目 予　算　額

合　　　計

■特別会計予算 単位：千円 ■目的別歳出予算 単位：千円

簡易水道事業特別会計
下水道事業特別会計
港湾整備事業特別会計
温泉事業特別会計
国保事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険事業特別会計
介護サービス特別会計
歯科施設特別会計
国保施設特別会計

合　　　　計

一般会計の歳入・歳出予算額は…

　平成27年度の当初予算額は、前年度比2.5％の増となっております。特別会計の
合計18億4471万円と合わせた町の予算総額は58億4771万円で、平成26年度
当初予算と比較すると、約3.3％（1億8954万円）の増額となります。

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
公 債 費
諸 支 出 金
災害復旧費
予 備 費

51,372
411,732
470,266
352,884

121
127,390
187,414
867,211
245,816
399,151
876,737
9,905

1
3,000

4,003,000

一般会計予算は？

平
成
二
十
七
年
度
の

　
　
予
算
概
要

　
　
　
　

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度
の

　
　
予
算
概
要

　
　
　
　

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。歳入

△

△

4040億300300万円万円4040億300300万円万円40億300万円

●その他  7％
　290,100千円

●その他  9％
　344,381千円

●繰入金  4％
　162,660千円

●町　税  7％
　274,215千円

●道支出金  12％
　490,468千円

●国庫支出金
　3％  125,376千円

●町　債  10％
　409,900千円

●地方交付税  55％
　2,196,000千円

●建設事業費
　17％　676,372千円

●公債費  22％
　876,737千円

●人件費  14％
　568,860千円

●補助費等  17％
　687,880千円

●物件費  12％
　470,386千円

●繰出金  11％
　432,665千円

広報「りしり富士」6月号広報「りしり富士」6月号

歳出歳出
（性質別）（性質別）
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　総務省統計局では、平成27年10月1日現在で、｢平成27年国勢調査｣を実施します。
　国勢調査は、日本国内に住むすべての人と世帯を対象とする、国の最も重要な統計調査です。国内の人口
や世帯の実態を明らかにするため、統計法という法律に基づいて、5年に一度実施されます。
　9月10日～10月下旬にかけて、総務大臣が任命した調査員が全世帯を訪問しますので、調査票に家族構成
・職業などの記入をお願いします。

Ｑ：どんなことを調べるの？調査の対象って？Ｑ：どんなことを調べるの？調査の対象って？

Ａ：世帯の世帯員について名前・性別等の基本情報から職業種別等が聞かれ
　　ているんだ。調査の対象となるのは、『平成27年10月1日現在で利尻富
　　士町に３ヶ月以上住むことになっている人』となっているんだよ！

〈国勢調査に関する質問・疑問？？〉

「平成27年 国勢調査」へのご協力お願いします！「平成27年 国勢調査」へのご協力お願いします！「平成27年 国勢調査」へのご協力お願いします！

●参考●　※一部抜粋
　〈統計法　第13条第1・2項〉　
　　「行政機関の長は、（略）基幹統計調査を行う場合には、（略）個人又は法人その他の団体に対し報告を求めることができ
　　る。」と第１項にあり、第２項で「前項の規定により報告を求められた者は、これを拒み、又は虚偽の報告をしてはな
　　らない。」と記述がある。

　〈統計法　第61条第一号〉
　　「次の各号のいずれかに該当する者は、五十万円以下の罰金に処する。」とあり、第一号で、「第13条の規定に反して、
　　基幹統計調査の報告を拒み、又は虚偽の資料をした者」と記述がある。

Ｑ：国勢調査はどうやって回答するの？そもそも、調査の拒否やそれに対する罰則はあるの？Ｑ：国勢調査はどうやって回答するの？そもそも、調査の拒否やそれに対する罰則はあるの？

Ａ：回答方法は、①インターネットによる回答と②調査票を調査員に渡す回
　　答③調査票を郵送する回答の3つの方法があるんだよ。
　　国勢調査の報告義務と罰則は、実は『統計法』に定められているんだ。
　　少し難しい話だけど、報告義務は「第13条第1・2項」に、罰則につい
　　ては「第61条第一号」に記述があるよ！

調査票に記入された事項については、統計以外の目的には決して使用
されませんので、利尻富士町にお住まいの皆様ご協力をお願いします。

アルバイト等で3ヶ月以上、住むことになっている人も調査対象になるわけね！アルバイト等で3ヶ月以上、住むことになっている人も調査対象になるわけね！

Ｑ：じゃあ、調べた結果は何に使われるの？Ｑ：じゃあ、調べた結果は何に使われるの？

Ａ：国勢調査の結果は福祉施策や生活環境整備、災害対策など、日本の未来
　　をつくるために欠かせない施策の計画策定や議員定数の基準、地方交付
　　税交付金の算定基準などに利用されているんだよ！
　　地方交付税交付金を例にとると、市町村の人口の割合などで配分が決定
　　するから利尻富士町の財源にも関係してくるんだ。つまり、国勢調査は、
　　利尻富士町に住むすべての人から正確な回答が必要なんだよ。

町の収入が減るとその分予算も削られるかもしれないから、町で出来る事も少なくなるってことね…。町の収入が減るとその分予算も削られるかもしれないから、町で出来る事も少なくなるってことね…。

報告の義務や罰則について法律で規定があったなんて知らなかった。
回答の仕方は3つの中から選べるのね！
報告の義務や罰則について法律で規定があったなんて知らなかった。
回答の仕方は3つの中から選べるのね！

【調査に関するお問い合わせ先】 利尻富士町役場総務課企画調整係（電話82－1111〔代表〕）
【総務省　国勢調査ホームページ】 http://kokusei2015.stat.go.jp/index.htm

あなたの調査票には利尻富士町の大切な未来がつまっています！あなたの調査票には利尻富士町の大切な未来がつまっています！
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警 察 官 ご 紹 介

町内新就職者紹介町内新就職者紹介

①利尻富士町
②利尻礼文消防事務組合
　利尻富士支署　警防係
③スポーツ・アウトドア
④消防職員として、まずは少しで
　も早く一人前の消防士になれる
　よう頑張ります。
　まだまだ未熟で、わからないこ
　とばかりなので、学ぶ気持ちを
　大切にして、町民に頼りにされ
　る消防士を目指して頑張ります
　のでよろしくお願いします。

は せ き

長谷川風輝 さん
がわ ふう

①出身地
②勤務先
③趣味・特技
④今後の抱負

鴛泊駐在所 所長
きの した よしのぶ

木 下 修 美 さん

　４月の異動で航空隊から、鴛泊駐在所で勤務させて頂くことに
なりました。
　以前プライベートで利尻島へ来た時の印象が忘れられず、この
素晴らしい自然環境の中で勤務したい、２人の娘を利尻島の自然
の中で伸び伸び育てたいという思いから、この島の勤務を希望し
ました。
　住民の皆様にとって親しみやすい、町のお巡りさんを目指し頑
張っていきますので、家族含め、よろしくお願い致します。

①利尻富士町
②利尻富士町教育委員会
　企画管理係
③スポーツ鑑賞
④まだまだ慣れない日々が続いて
　いますが、いち早く職場での自
　分の役割や仕事を覚えて町の力
　になれるように頑張ります。
　色々とご迷惑をお掛けすること
　もあると思いますが宜しくお願
　いします。

まつ や む

松 谷 歩 夢 さん
あゆ

①利尻富士町
②利尻富士町役場
　産業振興課　水産港政係
③フットサル
④これから仕事をしていく中で、
　自分自身の行動に責任を持てる
　ような人になりたいです。その
　ために、先輩方の背中を見て、
　自分がすべきことを考えて終わ
　るだけでなく、行動にまで移し
　ていきたいと思っています。
　今は分からないことばかりでご
　迷惑をおかけしますが、何事も
　全力で取り組みたいと思ってい
　るので、よろしくお願いします。

いわ がき た

岩 垣 謙 太 さん
けん



13

広報「りしり富士」6月号広報「りしり富士」6月号

①利尻富士町
②利尻漁業協同組合本所
　販売部　販売係
③釣り
④組合員の方々の役に立てるよう
　に仕事を少しでも早く覚えて、
　利尻の漁業に貢献していきたい
　です。
　そして、島の漁業をより良いも
　のにするために精一杯努力して
　いきます。また、町の行事にも
　積極的に参加してこの町を活気
　づけられるようにがんばります
　のでよろしくお願いします。

さ とう や

佐 藤 英 也 さん
ひで

①利尻富士町
②利尻自工株式会社　整備工場
③バレーボール
④今年３月に利尻高校を卒業し利
　尻自工に就職しました。１日で
　も早く仕事を覚え、少しでも皆
　さんに迷惑をかけないようがん
　ばりますので、よろしくお願い
　します。

あ だち ほ

安 達 一 穂 さん
かず

①利尻富士町
②本泊郵便局
③音楽鑑賞・ドラム
④仕事を通して色んな場面に関わ
　り、利尻に貢献できるよう、一
　社会人としてこれから頑張りま
　す。
　不安な部分もたくさんあります
　し、その際には皆さんにご迷惑
　をおかけすることも多々あると
　は思いますが、利尻を支えるメ
　ンバーの一員となれるようにと
　考えておりますので、よろしく
　お願いします。

たか はし く

髙 橋 芽 功 さん
が

①稚内市
②利尻富士町役場
　福祉課　福祉介護係
③お菓子作り・バスケ
④仕事が少しずつできるようにな
　り、仕事をすることが楽しくな
　ってきました。ですが、窓口の
　対応や電話など足りないことも
　沢山あり奮闘する毎日です。
　まだ、わからないことも多く、
　ご迷惑をかけると思いますが頑
　張りますので、みなさんよろし
　くお願いします。

まえ だ き

前 田 優 希 さん
ゆう

①江別市
②総合保健福祉センター
　すこやか保健係
③スポーツ鑑賞
④今年の春に酪農学園大学を卒業
　し管理栄養士として利尻富士町
　保健センターに勤務させて頂く
　ことになりました。
　初めてのことばかりで皆様には
　いろいろご迷惑をおかけするこ
　ともあると思いますが、１日で
　も早く皆様のお役に立てるよう
　精一杯頑張りますのでよろしく
　お願いします。

おお き み

大 木 聡 美 さん
さと

①利尻富士町
②利尻富士町役場
　産業振興課　商工観光係
③スポーツ鑑賞
④私は、今年の３月に北海学園大
　学を卒業し利尻に戻ってきまし
　た。まずは１日でも早く仕事を
　覚えるとともに、地域に人との
　関わりを大切にして、地域の声
　をしっかりと聞けるようになり
　たいです。
　ご迷惑をおかけすることもある
　と思いますが、精一杯頑張りま
　すのでよろしくお願い致します。

いり い か

入 井 飛 鳥 さん
あす



タイムスりっぷ

連載37
ニシン漁の記憶～今に残る袋澗と元標・釜場　

ふくろま もとひょう かまば

　利尻島の海岸を歩いていると、昭和30年頃までニシン景気に沸いたかつ
ての栄華を偲ばせる遺構を見つけることができます。
　袋澗とは、春先に産卵のため沿岸に来遊するニシンを漁獲するためのいわ
ば「ミニ漁港」です。春先は南西の風が強く海が荒れるため、安全な澗の造
成が必要で、大きな網袋に入れたニシンの一時保存のほか、船溜り、避難港
としても使われたのが袋澗でした。袋澗は、ニシンのとれた日本海沿岸に多
く、積丹半島をはじめ、利尻・礼文などの岩礁地帯によくみられます。利尻
島では、御崎や南浜、仙法志などに多くつくられ、かつては35ヶ所あった
との記録があります。現在その面影が偲ばれるのは、鴛泊にある泉の澗と仙
法志の伊藤の澗、久連の平田の澗です。　
　元標とは、海岸に設置された土地の境界杭のようなものです。ニシン漁は、
定置網で漁獲するのが主です。そのため、それぞれの漁家ごとに操業免許を
与えて、漁場を番号で区画することが行なわれました。利尻島では、判明し
ているだけで650件の免許登録が行なわれたそうです。
　沢山とれたニシンは当時、魚粕とよばれる肥料として重宝され、北陸地方
の綿花栽培などに大きく貢献しました。魚粕用のニシンは大きな鉄釜で茹で
られ、余計な油を搾り出したのち、乾燥させて本州方面に出荷されました。
　みなさんもぜひニシン漁の記憶を探してみてください。記事に対するご意
見のほか、ニシン漁に関わる資料や情報について、ぜひお寄せください。

　　　　　　　　　　　　　　　　（教育委員会　山谷：電話 82－1370）

　利尻富士町地域防災計画は、「災害対策基本法」第42条の規定に基づき、利尻富士町防災会議が作成
する計画であり、利尻富士町の地域において、予防、応急、復旧等の災害対策を実施するにあたり、町
及び防災関係機関がその機能の全てをあげて住民の生命、身体及び財産を災害から保護するため、次の
事項を定め本町における万全を期することを目的としており、「一般災害対策編」と「地震・津波災害
対策編」その関係資料を含めた「資料編」で構成しています。

【主な内容】
　１　利尻富士町の区域を管轄したり、町の区域に所在する指定地方行政機関、指定公共機関、指定地
　　方公共機関及び公共的団体、その他防災上重要な施設の管理者等が処理すべき防災上の事務又は業
　　務の大網
　２　災害が発生したり、発生するおそれがある場合に必要な防災の組織に関すること
　３　災害の未然防止と減災のための施設の新設及び改善等災害予防に関すること
　４　災害が発生した場合の給水、防疫、食糧供給等災害応急対策に関すること
　５　災害復旧に関すること
　６　防災訓練に関すること
　７　防災思想の普及に関すること

　利尻富士町防災計画をご覧になりたい方は利尻富士町役場総務課
２階にお越しいただくか、町のホームページで公開されていますの
で、この機会に是非ご覧ください。
【お問い合わせ先　総務課企画調整係　電話：0163－82－1111〔代表〕】

利尻富士町防災計画が策定されました！利尻富士町防災計画が策定されました！

い こう

ぎょかす

泉の潤
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本泊にある元標－鰊定597

本泊にある釜場跡



15

広報「りしり富士」6月号広報「りしり富士」6月号

6人の元気な赤ちゃんを紹介するよ！人の元気な赤ちゃんを紹介するよ！6人の元気な赤ちゃんを紹介するよ！人の元気な赤ちゃんを紹介するよ！6人の元気な赤ちゃんを紹介するよ！

　はじめまして！ ぼくは双子
の兄の聖法です。おっとり甘
えん坊。お母さんのおっぱい
が大好き！ いつも弟のあっく
んと一緒に飲むけど…独り占
めしたいなぁ。僕たち双子を
どこかで見かけたら、どっち
が僕か当ててネ！
　皆さんよろしくお願いし
ます。

　はじめまして！ にこです。
　私の名前は2人のお姉ちゃん
が考えてくれたの！お姉ちゃん
達がご飯食べさせてくれたり、
遊んでくれたり大好きなの♡
　お父ちゃんは『なでしこ』だ
な！！って言ってるけど…？？
　名前の通り、ニコニコ笑顔が
トレードマークです！！見かけた
ら声をかけて下さいね～。

H26. 12 . 9 生
【両親】督治・記子
【住所】富士岬

H26. 10 . 3 生
【両親】渡・幾深
【住所】栄町1

髙 橋 日 恋
たか はし に こ

ちゃん くん小 林 聖 法
こ のりまさばやし

　はじめまして。上野家長女の
ひゅうかです。
　よく、お兄ちゃんに似てるね！
と言われます。にぃにぃと遊ん
だり、お風呂に入るのが大好き！
　話かけられるといつもニコニ
コ笑ってみんなを笑顔にしてい
ます。
　天気の良い日は犬のクプクプ
とお散歩しています。
　皆さんよろしくお願いします。

　はじめまして！ ボクは石川家
の次男テルです☆
　いつもお兄ちゃんは歌をうた
ってくれたり、面白い踊りを見
せてくれたり、ボクのこと笑わ
せてくれます！ たまにママに怒
られると八つ当たりしてきます
が、優しいお兄ちゃんが大好き
なんです（^-^）いつも一緒だ
よ！ 町で見かけたら是非声をか
けてくださいね～！

H27. 2 . 12 生
【両親】康太郎・郁美
【住所】富士野

H26. 12 . 24 生
【両親】拓郎・麻梨
【住所】清川

石 川 晃 琉
いし るてかわ

くん ちゃん上野日向花
うえ ひゅうの か

　こんにちは！ 入井家次男の橙
吾です！ ぼくを見ると皆、蒼子
～！ 美紅～！ って言う位お兄ちゃ
んとお姉ちゃんに似ているの
（笑）でも1番似ているのはパパ
です（^v^）チャームポイントは
笑顔です。
　町で見たらぜひ声をかけて
ね。ぼくを始め、入井家をこれ
からもよろしくお願いしまーす！

　はじめまして！ ぼくは双子
の弟の煌典です。とてもわ
んぱくでマイペースに成長
してます。お父さんの膝の
上に座って晩酌のお付き合
いするのが大好きなんだぁ。
　どこかで見かけたら抱っ
こしてね！ 家族供々よろしく
お願いします。

H26. 12 . 20 生
【両親】一美・由美子
【住所】栄町1

H26. 12 . 9 生
【両親】督治・記子
【住所】富士岬

小 林 煌 典
こ ばやし あき のり

くん くん入 井 橙 吾
いり い とう ご

国民一人ひとりが持つ12桁の個人番号のことです。マイナンバー制度（社会
保障・税番号制度）は、複数の期間に存在する個人の情報を同一人の情報で
あるということの確認を行うための基盤であり、社会保障・税制度の効率性
・透明性を高め、国民にとって利便性の高い公平・公正な社会を実現するた
めの社会基盤（インフラ）です。
※法人には法人番号が通知されます。

マイナンバーのお問い合わせは、0570－20－0178

平成27年10月からマイナンバーをひとり一人にお届けします！平成27年10月からマイナンバーをひとり一人にお届けします！

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

とは？
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　６月に入り観光バスの本数も増え、本
格的に観光シーズンに入ってきました。
同時に漁業やイベントシーズンが到来し
忙しい時期にもなります。体調には気を
つけ万全の状態で仕事に取り組めるよう
にしましょう。

　　氏　名　　　　月　日　　年齢　 住所
住吉　鉄雄　様　H26.12.12　70歳　富士岬
山本　正夫　様　H26.12.19　94歳　湾　内
餅田　良一　様　H26.12.20　85歳　本　泊
長谷川弘一　様　H26.12.21　80歳　南　浜
大高　　広　様　H27. 1 . 2 　88歳　野　塚
鈴木　愛子　様　H27. 1 . 9 　92歳　秀峰園
上村　ナツ　様　H27. 1 . 20　98歳　秀峰園
小松　幸男　様　H27. 2 . 4 　63歳　栄町１

　　氏　名　　　　月　日　　年齢　 住所
坂田　豊松　様　H27. 2 . 9 　96歳　秀峰園
田中　利雄　様　H27. 3 .29　89歳　本　町
南　　久子　様　H27. 4 . 5 　64歳　沼　浦
松田　政勝　様　H27. 4 . 8 　64歳　鬼脇１
安田ハナヱ　様　H27. 4 .18　96歳　秀峰園
宮越　豊美　様　H27. 4 .21　86歳　鰊　泊
蠣崎　恵一　様　H27. 4 .24　47歳　栄町１

◆お悔やみ申しあげます◆

　月　日　　 氏　名　　　　住所
H26.12.24　溝手　和彦　様　富士野
　　　　　 高木　美恵　様　大阪府
H27. 1 . 1 　八鍬　勇太　様　清　川
　　　　　 伊藤　麻依　様　札幌市
H27. 3 . 9 　澤木　瑞則　様　利尻町
　　　　　 寺田　洋子　様　本　町

　月　日　　 氏　名　　　　住所
H27. 3 .20　大窪　知史　様　利尻町
　　　　　 三浦　美絵　様　栄町１
H27. 4 .21　神　　陽一　様　石　崎
　　　　　 後藤　直己　様　静岡市

♥ご結婚おめでとうございます♥

　　　保　護　者　　　　続柄　　　氏　　名　　　　　　　月　日　　 住所
小林　督治・記　子　様　長男　聖　法（まさのり）く　ん　H26.12. 9 　富士岬
小林　督治・記　子　様　二男　煌　典（あきのり）く　ん　H26.12. 9 　富士岬
今堀　隆二・ゆうり　様　長男　瑠　偉（る　い）く　ん　H26.12.19　富士野
入井　一美・由美子　様　二男　橙　吾（とうご）く　ん　H26.12.20　栄町１
石川　拓郎・麻　梨　様　二男　晃　琉（て　る）く　ん　H26.12.24　清　川
上野康太郎・郁　美　様　長女　日向花（ひゅうか）ちゃん　H27. 2 .12　富士野
金子　大樹・友　美　様　二男　那　瑠（な　る）く　ん　H27. 4 .12　栄町２
酒井　宣人・弥　夢　様　長男　理　人（り　と）く　ん　H27. 4 .15　栄町１

★お誕生おめでとうございます★

広報「りしり富士」6月号

　利尻富士町ではブロードバンドゼロ地域解消のため、国の交付金を活用して町内全域に光ファイ
バー網を整備し、NTT東日本が提供する「フレッツ光」が利用できるようになっております。
　現在NTTでは各種割引プランも用意してますので、光ファイバー網利用促進のため、この機会に
ぜひ加入ご検討をお願いします。
　詳しくは、フレッツ受付センター【電話：0120－116116】までお問い合わせください。

※最近、光回線契約等の勧誘電話がしつこく掛かってくる等の苦情が寄せられております。
　要らないものは、きっぱり断り、関心のあるものでも家族や知人に相談するなどして契約は慎重
　にしましょう。このような話がありましたら、総務課企画調整係へご連絡ください。

「光回線」利用促進にご協力お願いします！「光回線」利用促進にご協力お願いします！

世帯計女男

鴛泊

鬼脇

合計

人口のうごき（平成27年４月末現在）

894

406

1,300

1,002

433

1,435

1,896

839

2,735

881

463

1,344


